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年間運営費 千円
市内の類似施設

総事業費 千円

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市内の外国人児童生徒とその保護者

（※対象件数

事業種別 継続 補助

国際化や情報化等の時代に合った教育の推進

行革大綱の重点事項番号

年度

平成21年度 計画内容

事
業
内
容

配置（予定）人員

１．「高校進学ガイダンス」の実施
２．国際理解教育研修会の開催
３．外国人児童生徒日本語指導補助員の配置及び教育相談や
保護者への説明の際の通訳を依頼するための経費

伊賀市における外国籍の子どもたちは、年々増加し、そのうち多くが日本
語指導を必要としています。住まいや通学の関係で、居住区域の学校へ
通学することが増えていますが、ポルトガル語等の外国語がわかる教職
員がいないために対応に窮することもあり、子どもたちに十分な支援をし
きれないこともあります。多くの団体やボランティア等の協力も得て、次第
に確かな学力が身についてきているのも事実です。また、「高校進学ガイ
ダンス」は、進路を考える中学生とその保護者にとって大きな支援の場と
なっています。
平成20年度から外国人児童生徒日本語指導補助員の雇用経費を移行し
て支援体制の充実を図る。

運営主体

　

事業類型

指標設定の考え方

外国人児童生徒の進学及び就職という進路保障
が十分できたかを指標としています。

編入外国人児童生徒が「初期適応指導教室」で
学び、修了できた数を指標としています。

評価項目についてのコメント

改善についての取り組み

事 業 内 容

２次評価対象分

外国人児童生徒教育センター事業委託料

平成22年度 計画内容
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施　策 2

126

就学を促進し、日本語指導を行うことで、学校生活における不安の
解消と学習が保障され、外国人児童生徒が将来に展望を持って生
活できるようになります。

児童生徒指導経費

外国人児童生徒支援事業
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総合評価 事業の方向性
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事業の成果を測る指標

高校進学ガイダンスの参加者数

初期適応指導教室の修了生

評価項目 ポイント

7,604

外国人児童生徒教育センター事業委託料

外国人児童生徒日本語指導補助員賃金・共済費

外国語通訳謝礼

初期適応補助員謝礼

初期適応協力員謝礼

外国人児童生徒教材費

9,044

事業費計(A)
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外国籍の子どもが年々増加し、平成２０年５月１日現在で幼稚園2人、小学生163人、中学生57人、計222人が在籍していま
す。そのうち202人、91％の子どもが日本語指導を必要としています。

学力保障や進路保障に取り組み、特に「高校進学ガイダンス」は多くの子どもたちや保護者の支援の場となっています。参
加者も前年対比１５名増となっています。

多くの団体やボランティア等の協力を得て、次第に個々の子どもたちが日本語を習得し、確かな学力が身についてきていま
す。

外国人児童生徒の日本での生活支援及び進路保障の事業になっていますが、外国人児童生徒の増加にともない支援が行
き届かない現状があります。事業費の増額が必要である。
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県事業が、「初期適応指導教室」の設置
を目的とした事業名に変更。

7,029
外国人児童生徒教育センター事業委託料
教育振興一般経費から外国人児童生徒支援関係を組み替え。
細々目を「外国人児童生徒支援事業」と変更する。
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Ａ 現状維持 「初期適応指導教室」補助員・協力員の謝礼を1年間の授業日数分確保する必要がある。また、「外国語通訳謝礼」も各校からの要請が
多く、特に中学校では学校行事・生徒指導・懇談会等、子ども・保護者・教職員とのコミュニケーションを図るのに大変有効です。
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